
　

２
代
阿
波
公
方 

足
利
義
助
は
、
14
代

室
町
幕
府
将
軍 

足
利
義よ

し

栄ひ
で

の
弟
に
あ
た

り
ま
す
。
初
代
阿
波
公
方 

足
利
義
冬
に

は
息
子
が
３
人
い
ま
し
た
が
、
長
男
は
将

軍
就
任
か
ら
１
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
早

世
し
た
た
め
、
二
男
の
義
助
が
阿
波
公
方

を
つ
ぎ
ま
し
た
。
３
兄
弟
と
も
平
島
で
、

義
冬
が
西
光
寺
に
仮
寓
し
て
い
る
間
に
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

義
助
は
阿
波
公
方
一
族
に
と
っ
て
「
室

町
幕
府
滅
亡
」
と
「
蜂
須
賀
入
国
」
と
い

う
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
生
き

た
人
物
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
２
つ
挙
げ

る
と
す
る
な
ら
ば
「
長

ち
ょ
う

宗そ

我か

部べ

氏
と
の
関

係
」「
３
０
０
０
貫が

ん

か
ら
１
０
０
石こ

く

に
※
」

で
し
ょ
う
か
。

　

永
禄
11
年
（
１
５
６
８
）、
義
助
の
兄 

義
栄
の
病
死
、
織
田
信
長
・
の
ち
の
15
代

将
軍
義
昭
の
上
洛
に
よ
り
、
阿
波
公
方
勢

力
は
阿
波
に
撤
退
し
ま
す
。
失
意
の
中
、

義
冬
は
、
翌
永
禄
12
年
に
平
島
の
三さ

ん

社し
ゃ

神

社
に
石
灯
籠
を
寄
進
し
て
い
ま
す
（
阿
南

市
指
定
文
化
財
）。

　

さ
ら
に
義
冬
・
義
助
父
子
に
追
い
打
ち

を
か
け
る
大
事
件
が
起
き
ま
す
。
室
町
幕

府
の
滅
亡
で
す
。
天
正
元
年（
１
５
７
３
）

織
田
信
長
は
15
代
将
軍
足
利
義
昭
を
追
放

し
、
足
利
氏
を
頂
点
と
し
た
日
本
の
政
治

シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。　

こ
れ
に
よ
り
阿
波
公
方
一
族
は
室
町
幕
府

将
軍
と
い
う
帰
る
場
所
を
失
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
約
３
カ
月
後
、
義
冬
は
亡

く
な
り
、
義
助
が
２
代
阿
波
公
方
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
こ
の
頃
か
ら
長
宗
我
部
氏
の
阿
波

侵
攻
が
始
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
、
長
宗
我

部
氏
は
平
島
の
阿
波
公
方
に
対
し
て
、
天

正
５
年
と
天
正
10
年
の
２
度
に
わ
た
っ
て

領
地
の
保
証
を
行
い
、
馬
や
土
佐
和
紙
、

布
な
ど
を
贈
っ
て
友
好
を
し
め
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
点
で
は
、
阿
波
公
方
は
領
地

16
カ
村
（
平
島
12
村
と
那
賀
山
の
う
ち
吉

井
・
楠
根
・
仁
宇
・
和
食
４
村
）
を
有
す
、

３
０
０
０
貫
（
現
在
の
金
額
に
換
算
す
る

と
３
～
４
億
円
と
も
）
の
土
地
の
領
主
で

し
た
。

　

し
か
し
、
さ
ら
な
る
悲
劇
が
阿
波
公
方

一
族
を
お
そ
い
ま
す
。
天
正
13
年
（
１
５

８
５
）
蜂は

ち

須す

賀か

氏
の
入
国
で
す
。
豊
臣
秀

吉
の
四
国
征
伐
に
よ
り
、
長
宗
我
部
氏
は

撤
退
し
ま
す
が
、
今
度
は
秀
吉
の
部
下
で

あ
る
蜂
須
賀
氏
が
阿
波
に
入
国
し
、
阿
波

全
体
の
支
配
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
流
れ
の
中
で
翌
天
正
14
年
、
義

助
は
領
地
16
カ
村
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
代

わ
り
に
茶
料
名
目
で
平
島
館
の
周
り
、
わ

ず
か
１
０
０
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
収
入
が
実
質
60

分
の
１
ほ
ど
に
減
ら
さ
れ
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。義
助
は
途
方
に
暮
れ
な
が
ら
も
、

家
臣
の
大
部
分
に
暇
を
出
し
、
江
戸
時
代

に
向
か
う
大
き
な
時
代
の
流
れ
を
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

義
助
に
関
す
る
史
料
は
多
く
な
く
実
状

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
歴
史
の
転
換
期
に
あ
っ
て
荒
波
に
も

ま
れ
た
人
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き

ま
す
。
文
禄
元
年
（
１
５
９
２
）
義
助
は

そ
の
波
乱
の
人
生
を
平
島
に
て
52
歳
で
終

え
ま
す
。

２
代
阿あ

波わ

公く

方ぼ
う　

足
利 

義よ
し

助す
け

文
化
振
興
課　

森
脇
　
佳
代
子

阿
波
公
方
列
伝 

（3）

問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課　

☎
22

－

１
７
９
８

長宗我部元
もと
親
ちか

足利義助のお墓（西光寺）蜂須賀家
いえ
政
まさ
像（徳島中央公園）

※
「
貫か

ん

」
は
銭
の
単
位
（
貫
高
制
）、

「
石こ

く

」
は
お
米
の
単
位
（
石
高
制
）
で
す
。

主
に
戦
国
時
代
は
「
貫
」
で
、
江
戸
時
代

は
「
石
」
で
年
貢
収
入
を
換
算
し
ま
し
た
。

単
純
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
だ
い
た
い

１
貫
＝
２
石
と
換
算
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
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